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日本の受動喫煙防止条例による心血管系疾患の減少効果
屋内全面禁煙とする条例で住民の入院リスクが神戸市で11.5％、美唄市で11％、16％減少

前回のメルマガで、全世界の「屋内全面禁煙法」で喫煙関連疾患が最大39％減少することを紹介しました。
日本には「全面禁煙」とする法規制はありませんが、神奈川県と兵庫県、北海道美唄市で受動喫煙防止条例が施行されています。
↓　兵庫県では心筋梗塞の入院を条例の施行前年、施行年、その翌年の３年間調査し、11.5％減少しています。
http://www.tobacco-control.jp/documents/KitaQ_tobacco_48.pdf

北海道美唄市でも受動喫煙防止条例により屋内の禁煙化が進み、心筋梗塞が11％と脳卒中が16％減少しています。
受動喫煙が減少したこと、プラス、吸いにくい状況になって禁煙した人が増えたことの効果だと思われます。
日本でも海外のように例外なく屋内全面禁煙とする法律が必要です。
↓　条例を推進した美唄市医師会長、井門先生の報告です。



下のグラフは、北海道新聞の以下の記事をもとに作成しました。まだ、ネットでアクセスできます。
http://notobacco.jp/pslaw/hokkaido190611.html

朝日新聞でも紹介されていました（2020年6月3日）
https://digital.asahi.com/articles/ASN624K9NN5TULBJ01F.html
防げ受動喫煙　小さな街でも条例効果　脳卒中抑制も
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807-8555　北九州市八幡西区医生ヶ丘１−１　
産業医科大学　産業生態科学研究所　健康開発科学研究室　大和　浩
ダイヤルイン：093-691-7473、学内PHS 4729、
タバコ対策ホームページ：http://www.tobacco-control.jp/
無料のメルマガのバックナンバーです（↓）。受信は「メルマガ希望」と返信して下さい。
www.tobacco-control.jp/backnumber.htm
参考：「禁煙の教科書」　　　https://workplace-kinen.t-pec.co.jp/
３日経っても返信がない場合、リマインドメールをいただけないでしょうか。


